
編集後記
　今月号の特集は「あらためて見直すジフテリア・
百日咳・破傷風・ポリオの現状とワクチン」です．

「序文―なぜ今あらためて見直すのか」で岡部先生
が，予防接種の重要性と現在の課題を，簡潔にまと
められています．本特集を読み，自分が小児科医に
なった45年ほど昔の，ワクチンにかかわる出来事を
あらためて思い出しました．1975 年の DPT ワクチ
ン接種後の 2 例の死亡報告に始まり，その後短期間
とはいえ DPT ワクチンの接種中止から接種率の大
幅な低下，そして 1979 年には百日咳患者数が年間 1
万 3,000 人，約 20 人の死亡者を出すという，わが国
の予防接種体制に大きな影響を与えた事例です．
ちょうど 1979 年は米国の国立衛生研究所（NIH）へ
留学中でしたが，百日咳菌の培養を担当部署に依頼
したところ，百日咳は米国ではよくコントロールさ
れているので百日咳菌の培地は用意されていないと
言われた記憶があります．現在もこれほどジフテリ
ア，百日咳，破傷風，ポリオが，わが国の視点から
も問題なのかと驚きました．いずれも大変インパク
トのある論文です．
　綜説欄には5編の論文が掲載されています．「健や
か親子 21（第 2 次）―すべての子どもが健やかに育
つ社会を目指して」は，母子保健への取り組みの現
状と課題が解説されています．健やか親子21推進協

議会が精力的に活動を続けていますが，残念ながら
虐待に関する報道はあとを絶たず，子どもの自殺も
減っていません．小児科医にとって「健やか親子 21」
は大きな課題です．「炎症性疾患に対する生物学的
製剤の応用性」は，最近その使用が広がっている生
物学的製剤について川崎病などをモデル疾患とし
て，疾患の炎症病態を基に生物学的製剤治療につい
て概説されています．「小児急性胃腸炎診療ガイド
ライン 2017 の解説―治療の標準化と安全な家庭医
療の推進を目指して」の小児急性胃腸炎は，日常診
療においてきわめて頻度の高い疾患であり，この夏
に備えて大変有用な論文です．「非典型溶血性尿毒
症症候群（aHUS）の概説と疫学解析」の aHUS は，
原因遺伝子の同定を基に治療薬が開発され，近年予
後の改善が期待されている注目の疾患です．aHUS
の診断・治療の最新のまとめをお読みください．「世
界への情報発信―国際学会での発表のすすめ」は，
若手読者に是非参考にしていただき，国際学会にデ
ビューして欲しいと思います．
　症例欄そして連載「小児科臨床教育の実際」も大
変参考になります．
　今年の暑さはどうなるのでしょうか．診療の忙し
さと暑い毎日に耐えて頑張りましょう．

（河野　陽一）
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